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市
で
は
、
平
成
１６
年
2
月
に
策
定
さ
れ
た
「
勝
山
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
も
と
づ
き
、
同
年
8
月
に
策
定

さ
れ
た
「
勝
山
市
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」
を
平
成
２０
年
4
月
に
改
定
し
ま
し
た
。 

　
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
の
計
画
か
ら
3
年
を
経
た
社
会
経
済
状
況
の
変
化
や
、
新
た
な
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
平
成
２４
年
度
の
計
画
最
終
年
度
ま
で
に
目
標
が
達
成
さ

れ
る
よ
う
計
画
の
進
み
具
合
を
し
っ
か
り
と
管
理
し
、
夢
の
あ
る
勝
山
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
大
綱
の
趣
旨
に
沿

っ
て
社
会
経
済
状
況
の
変
化
や
、
新
た
な
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
１６
年
度
計
画

当
初
の
目
的
を
達
成
し
た
項
目
や
、
そ
の
後

の
社
会
経
済
状
況
の
変
化
お
よ
び
住
民
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
合
わ
な
い
項
目
に
つ
い
て
は
、

本
計
画
か
ら
削
除
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

改
定
後
の
計
画
で
は
、
図
１
に
示
す
よ
う
に

3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
計
画
の
進
行

管
理
お
よ
び
研
究
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、「
Ⅲ
．
長
期
的
展
望
に
立
ち
研
究

す
る
政
策
課
題
」
で
は
、
人
口
減
少
や
日
常

生
活
圏
の
広
が
り
に
対
応
し
た
こ
れ
か
ら
の

勝
山
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
・
分
析
を
進

め
る
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
政
策
研
究
会
」
を
市

役
所
内
部
に
設
置
し
、
夢
の
あ
る
勝
山
を
目

指
す
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。 

　
市
で
は
、
平
成
１６
年
度
か
ら
１８
年
度
ま
で

の
3
か
年
、
実
施
計
画
に
沿
っ
て
進
行
の
管

理
を
行
っ
た
結
果
、
子
育
て
支
援
策
や
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
を
積
極
的
に
進
め
な
が

ら
１１
億
円
の
経
費
削
減
を
実
現
し
ま
し
た
。 

　
今
回
、
改
定
し
た
実
施
計
画
に
つ
い
て
も
、

図
2
の
と
お
り
進
行
管
理
を
行
い
、
実
効
性

の
あ
る
計
画
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
広
報
か
つ
や
ま
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ
公
表
し
ま
す
。 

数
値
目
標
を
示
し
、 

　
　
よ
り
わ
か
り
や
す
く 

計
画
の
進
行
状
況
を 

　
市
民
の
皆
さ
ん
へ
公
表 

図1
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改定のポイント 

達成した項目などの削除 項目の修正、追加 

勝山市行財政改革実施計画 
（平成20年4月改定） 

勝山市行財政改革実施計画 
（平成16年8月策定） 

Ⅰ．年次目標または数値目標を設定して管理する項目……17項目 

　　　（市税などの収納率向上、滞納額の削減など） 

Ⅱ．政策基本目標で各部において管理する項目……………46項目 

　　　（エコミュージアムの推進、公共交通体系の整備など） 

Ⅲ．長期的展望に立ち研究する政策課題 

　　　（人口減少や日常生活圏の拡大に対応した政策研究） 
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市　　　民 

勝山市総合行政審議会 
・広報かつやま 
・ホームページ 外部評価の実施 

公
表
・
広
聴
 

Ⅰ．年次・数値目標の達成状況で進行を管理 

Ⅱ．市長が政策ヒアリングにより進行を管理 

Ⅲ．「長期ビジョン政策研究会」による分析・研究 

政策ヒアリングで政策研究の進捗状況を報告 
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＝
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司
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光
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光
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治
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森
下
清
二
、

本
郷
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山
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遅
羽
地
区

鹿
谷
地
区

北
郷
地
区

平
成
２０
年
度
の
区
長
さ
ん

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
行
政
と
地
区
住
民
の

橋
渡
し
役
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
地
区
区
長
会
長
、
○
地
区
区
長
会
副
会
長
、
☆
地
区
区
長
会
理
事（

敬
称
略
）

４０
歳
〜
７４
歳
の
か
た
で
、
国
民
健
康
保

険
加
入
の
皆
様
に
は
、
が
ん
検
診
と
あ
わ

せ
て
左
記
の
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

を
5
月
下
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
受
診

時
に
は
「
受
診
券
」
と
「
保
険
証
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
人
間
ド
ッ
ク
申
込
者
へ
は
重

複
受
診
と
な
り
ま
す
の
で
、
送
付
し
ま
せ

ん
。ま

た
、
5
月
以
降
の
国
保
加
入
者
へ
の

受
診
券
も
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
希
望

者
は
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
制
度

加
入
者
へ
も
、
同
様
の
受
診
券
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
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特
定
健
診
が

開
始
さ
れ
ま
す

〈受診券見本〉

問

問


